
多武峯神社（入間郡ときがわ町）
  とうのみね

多武峯神社へは、ここから入って行く



　　途中、全長寺という寺院がある



　　　左手にあった地蔵尊



　　　　さて、多武峯神社へはここから徒歩で山を登る/説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/3KeSsL6xZoc


　祭神は藤原鎌足/大和国の多武峰談山神社からその遺髪を遷して祀ったと云う



　　　先に進むと、鳥居が立ってる/「多武峯神社」と記された神額がかかる



　　　ここから先が急な坂道となる 📹 video

https://youtu.be/XjXuO2VtpZc


　　　瓦を突き立てた階段の上部に社殿の覆屋が見える 📹 video

https://youtu.be/Frb4ViGwTTM


　正面が覆屋に覆われた多武峯神社の社殿/左手に説明板がある 📹 video

https://youtu.be/mu9ztWZ5oIc


社殿の北西側の塚から瓦塔・瓦堂・須恵器杯等や14世紀作と考えられる蔵骨器・片口鉢が出土したらしい/中でも瓦塔は9世紀頃の埼玉県内出土

最古のもので、多武峯瓦塔遺跡として埼玉県指定史跡となっている



　　　　これが多武峯神社の社殿 📹 video

https://youtu.be/bJa0zaR1SfI


　　　　右手から見たところ



　　そして、前方が社殿の北西側の塚 📹 video

https://youtu.be/2co9MAl1EhY


　　塚の左手に回ると、多武峯瓦塔遺跡の標柱が立っている/また、五輪塔は1504年の銘が刻まれている 📹 video

https://youtu.be/TqS13IA-nDE


　これが五輪塔



　　　　さて、ここは多武峯神社への登り口の手前で、多武峯神社の神職を務めていた方の住まわれている辺り



　左手を見ると前方に説明板が立っている/左手前はコミュニティーバスの停留所で、「多武峯」という名が付いている



　神職を務めていた武藤家についての記述がある/多武峯神社への登り口にあった説明板（多武峯神社沿革概要）は六十四代当主が記したもの



説明板の傍には「行水所」がある/右手に石碑が立っている





　ここで身を清めていたのであろうか



　　　また、以前は多武峯神社の社殿の西側に立ち並んでいた板碑群が、武藤家の東側に移動され保存されている



　　　こんな塩梅/全部を見るには、右手の📹 videoをクリックしてください 📹 video

https://youtu.be/yFOTWH2UujY
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